
現地見学会　見学予定箇所

①来馬湖湛水表示

②旧県道（馬車道）

③金谷橋

④幸田文文学碑

⑤浦川橋
　浦川中流に架かる橋。浦川橋からは、稗田山崩壊の全
景が一望できる

　8月8日の崩壊により姫川本川がせき止められ、浦川合流
点より2キロほど上流のこの地域まで姫川の水が湛水して
長瀬湖と呼ばれる土石流堰止湖ができた。当時の写真と
比較ができる。

　8月9日の現地見学予定箇所の主な箇所です。見学順等は、当日の状況により変わります。

　現在の国道の基礎となる道が明治19年に大町市から新
潟県境まで開通し、動脈として物資や人の往来で賑わって
いたが、稗田山の崩壊により埋まってしまい、対岸に移さ
れた。現在でも岩盤を削って作った一部が残っている。

　浦川の支川金山沢に架かる吊り橋。橋の中央からは稗
田山崩れの状況が間近で見ることが出来る。

　稗田山崩壊で亡くなった方の慰霊と災害を後世に語り継
ぐ指標になってほしいとの思いを込めて、この地を見聞して
『崩れ』という作品を残した作家・幸田文の文学碑を建立し
た。



①来馬湖湛水表示

来馬湖の湛水表示箇
所の説明。当時の写
真と比較ができる。

③金谷橋

稗田山崩壊状況な
ど間近で見ることが
できる。

④幸田文文学碑

歳月茫茫碑（稗田山
崩落による受難者の
鎮魂を願う碑）

②旧県道（馬車道）

稗田山崩壊以前の
県道の一部を姫川
の右岸に見ること
ができる。

稗田山崩壊100年シンポジウム 現地見学会箇所（案）

⑤浦川橋

稗田山崩壊の全景
が一望できる
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